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写 真や図 を中心 にみ る

琉球の農作物主要病害虫 (22)
病 害

サ トウキビのパインア ップル病とパイン7 tソプ

ルの基ぐされ病

宿 主 サ トウキビ､パインアップル､バナナ

ココヤシのほか､多くの熱帯果樹や野生柚物をふ
かす｡

発 生 おもに傷IIから'(L'･日工に侵入する｡高鋸

排水不良､ 空/jもの流通が悪いときなどにほ､よく

発生する｡

病 徴 サ トウキビ .サ トウキビでは､ rゴもに

植え付け間もない苗のILl,山師こ発/卜し､そこは黒

色になって腐る｡発柄の初期には､ しばしば/くイ

ソアップルに似たかおりを出すO

パインアップル :この病気は､パインアップルの

r'iiの)tlE部 (基く･･され病)葉 (射 ′l斑病)果実 (捕

敗病)に発生する. EllfJの)1部では､発病部分が腐

ってやわらかくなり､黒色の胞子のかたまりがみ

られる｡葉では､コムギ色の?JJL言放ができる｡果jさ

では､しんや児肉が軟腐して3'i色になり､古くな

ると灰色あるいは児色に変わるっ未熟果､成熟児

いずれにも発坐し､おもに児黒の).E部からしんの

部分をしだいに 仁方へ円すい形にイi･入していくO

病状がひとくなると､果黒の内部の汁液が流出し

て少なくなり､繊維たけ残してほとんど空になる｡

病 菌 サ トウキビの/くインアップル病菌とパ

インアップルの基く､され病菌(封目上･蘭である｡こ

の蘭は､小胞子､大胞子､子のう胞子をつくる｡

小胞子は長方形あるいは卵形で､膜はうすく､普

通は無色であるが､宿上糸l路鉱の内部では､やや着

色するものもある｡大きさは10-15×3･5-5ミク

ロン｡内/F.rr'tJにつくられ､分ノ1-1-7･こうからでて長

くつらなる｡人胞子は､人きくて､やはりくさり

状につくられる｡球形あるいはだ｢rH玖 膜は厚く

暗色で,大きさは16-19/√l°-12ミクロソ｡

防 除

1, 畑は排水をよくする

1, 亡かま水鎚剤で処即して植える.
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(4ページのつづき)

ることだろうから､各便牧草の特性を/J;.かした と

地の利用法を考えるべきではなかろうか｡

例へば､/ミラグラスは手刷Ir.'･1-㌻ぎて他の作物の栽

培できない土地でもよく/J･.育するし､/ミッフェロ

グラスは 砂地の乾燥地でも適するようで あるか

ら､その上地の上嬢に適した品種を選定して 土地

を少しでも有効に利用する必要があるo

また､放牧地は格別かまう必要もない､或はか

まう価値のないものときめてしまうのは大いに早

まった考えである｡放牧地は本来はきわめて広い

さまざまな川途或いは利用のしかたがあるのであ

って､用いようによっては旭のどんな作物がよく

できる畑地にも決 して勝るとも劣ぬはたらきをす

るものである｡

元来､私達は｢放牧 -といえば､す く･ 一別放/i:
やり方｣ということが弧 こくるのが普通であるo

その際私達の考え方ては削放 剛末ということに

なり勝ではなかろうか｡

しかし､これはいうまてもなく問追いで机故と

粗末は言葉は似ているが意味は全く別である｡放

牧は手間はかからないが､それだけ頭は 卜分に使

わなくてはならない｡い･')なれば労プJ的には机放

な､ しかも酬 射吊二は集約li:)]法なのてあるo L

と草と家畜との個をよくp-HJg･'F･して､こiLをうまく

削合七､その総体的な牡推力を発抑させるoLか

も人は主に班の働きを以って家畜､ ･.L､ 仁そo)も

ののl｣然の働きを調節 しながら進行させ､放てそ

こにFilらの体)Jをただ ･速に注ぎ込むことは要ら

ない｡そこに放牧というものの本来の意義の少な

くとも一一両が認めらjlるのてある｡
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